ので ございます。 …… 番 太まで 加えて 百 人 余り、 キリ 

キリと 家 は 取り巻いた ものの 相手 は 名に 負う 赤 格子で 

す、 どんな 策略が あろう も 知れず と、 今で こそお 話し 

致します が 尻込みし たもので ございます」 

「九郎 右衛門め は 奥の 座敷で 酒 を 呑んで いた そうじゃ 

な」 

「我々 を 見ても 驚き もせず、 悠々 と 呑んで 居りました- 

その 大胆 さ 小面 憎さ、 思わず カツと 致しまして、 飛び 

込んで 行った もので ございます」 

「そうして お前が たった 一 人で 家の 中へ 飛び込んで 行 

き、 九郎 右衛門に 傷 を 負わせた ため、 さすがの 九郎右 



の 世辞 上手。 …… 」 

「しかも 今から 一 月 ほど 前に 抱えた 妾 だと 申す こと 

じ や。 閨の 中まで 思い遣られ てな アツ ハハ ハ」 と 利 右 

衛門 は、 卑しい笑い 声を立てた ものである。 

とたんに 利 右衛門 は 躓いた。 

「あ 痛！」 と 叫んで 俯向いた。 指の 先で も 打ったら し 

ヽ o 

レ 

一足お くれて 歩いて いた 小宫 山彦 七 は 驚いて、 つと 

側へ 寄って 行った が、 

「あつ！」 と 叫んで 立ち 縮んだ。 

「大変で ござる ぞ鈴木 氏！」 



「なに 大変？」 と 利 右衛門の 方が かえって 驚いて 背 を 

延ばした が、 

「はて 何事 か 起こりました かな？ 顫えて 居られる で 

は ござらぬ か！」 

「き、 貴殿の …… せ、 背中に …… 」 

r 拙者 の 背中に 何が ) /ざるな？」 

「し、 白い、 …… い、 糸屑が …… 」 

「ヒェ —ッ」 と、 利 右衛門 は のけぞつ たが、 よろよろ 

と 二三 歩 後へ退った。 

…… と 見る ゃ彦 七の 背中に も 一 房の 白糸が 下って い 

る。 



「や、 や、 貴殿の 背中に も。 …… やっぱり 同じ 白糸 

, 、ゝ - 

力！」 

「うわ！」 と 彦七は それ を 聞く と、 生気 地な く ベタべ 

タと 地へ 坐った。 

「エイ！」 と 右手の 藪 陰から その 時に 鋭い 掛声が 掛 

かった。 

「うむう」 と 同時に 呻き 声が した。 クル リ体を 廻した 

かと 思う と、 仰向けに 利 右衛門 は 転がった。 鋭利な 

そぎた け 

削 竹が 節 元まで 深く 咽喉に 差さって いる。 

「人殺し！」 と、 彦七 はやに わに 喚いて 飛び 上った が、 

それより 早く 藪 陰から またも 同じ 掛声が した。 …… 



竹に 咽喉 を 貫ぬ かれ、 惨殺され たという こと は、 一面 

から 云えば 不覚で は あ つたが、 他面 彼等 盗賊の 群が い 

かに 強い かとい うことの 新しい 証拠と もなる ので あつ 

て、 有司に とっても 巿 民に とっても 恐ろしく 思われた 

の は 云う まで もない。 

「お 菊 や」 と 卜 翁 はお 菊の 部屋で、 お 菊の 立てて くれ 

た 茶 をす すりながら、 何気ない 調子で 話した。 

「私 は ， J の 頃 元気が ない。 そして 漸時 痩せ るよう な 気 

がする。 お 菊お 前に は 気が付かぬ かな？」 

「はい」 とお 菊は艷 かに 笑い、 



「かえって この頃お 殿様 はお 健かにお なり 遊ばし まし 

た。 以前 は 夜な どお 苦しそう で 容易に ぉ睡リ 遊ばさず、 

よあかし 

徹夜した ことな ども ございま したが、 この頃で は 大変 

楽々 とお 睡リ 遊ばす ようで) J ざり ます」 

「そこ だ」 と 卜 翁 は 首をかしげ、 

「すこし どうも 睡リ 過ぎる よう だ。 …… 毎晚 お前の 立 

てて くれる この 一杯の 薄茶 を 飲む と、 地獄の 底へ でも 

引き込まれる ようにに わかに 深い 睡眠に 誘われ、 その 

まま 昏々 睡 つたが 最後、 明けの 光の 射す 迄 はかって 眼 

を 覚ました こと はない」 

「まァ お 殿様、 问を有 仰り ます」 



笑って 機嫌よ く 飲んだ もの だよ」 

「 南蛮 渡来 の 眠 薬に 砒石を 雑ぜた この 薄茶、 さぞ 飲み 

ェ 合が よ う) J ざんしょう」 

「 一 思いに 殺さば こそ、 一 日々々 体 を 腐らせ 骨 を 溶解 

かして 殺そうと いうの もお 父 様の 怨みが 晴らした いか 

らさ」 

「しかし 迂闊り 〔# 「迂闊り」 は 底本で は 「迂闊り 匕 油断 

すると あべこべに 逆 捻 を 喰います ぜ。 …… 大方 船出の 

準備 も 出来、 物品 も 人間 も 揃い やした。 片付ける もの 

は 片付けて しまい、 急いで 海に 乗り出した 方が、 皆の 

為じゃありません かな」 



「はて マァ どこへ 行った 事 か、 ここまで 後 を 追って 来 

て、 今 さら 姿 を 見失って は、 せっかくの 親切が 行き届 

かぬ。 と 云って これから 川下 は 人家 もない 寂しい 場所、 

女の 身で は 恐ろしい」 

_ —— とたんに 若い 女の 声で、 

「あれ ッ」 と 云う 声が 聞こえて きた。 

はっと 驚いて 声の 来た 方 を、 夜鷹 はじつ と 隙 かして 

見た。 夜 眼に も 華やかな 振袖 姿、 一 人の 娘が 川下から 

脛 も あらわに 走って 来たが、 

ひし 

「助けて！」 と 叫ぶ 声と 一 緒に 犇と 夜鷹へ 抱き付いた。 

それ を その 儘し かと 抱き、 
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いが、 桜 川辺り の 往来で そいつ を 落 

だ。 つまらない 目にあい やした よ」 

ッと 吹き出し、 

百両 かえ？」 

一 一 百両で …… 」 

たままで？」 

こいつ ァ 不思議 だ！」 

けれど、 夜鷹 だけ は 止めた がいいね」 

お前の 金 か。 無益の 殺生した もの さ 

よ。 それお 取り」 



不思議な 邂逅 

「なに、 水死 人 だ？ それ 引き上げろ！」 

ト翁は 烈しく 下知 をした。 そうして 自分 も 手伝って 

若い 女の 死骸 を 上げた。 

「漁 は 止め だ。 船 を 漕いで 一 刻 も 早く 陸へ 着けろ」 

「へえへ ぇ宜 敷う ^ 」 ざり ます」 

漁師 はすつ かり 狼狽して ただ 無闇と 櫓 を 漕いだ。 

卜 翁 は 女の 鳩尾の 辺り へ じつ と 片手 を 当てて 見た が、 

「うむ、 有難い、 体温が ある。 手当て をしたら 助かる 

であろう。 まだ 浦 若い 娘 だのに 殺して しまって は 気の 



毒 だ。 爺 々 もっと 漕げ！」 

「へえへ ぇ宜 敷う ござります」 

はし 

船 は 闇夜の 海の 上 を 矢の ように 陸の 方へ 駛 つて 行く。 

その 翌日の ことであった。 

ちん 

落花 を 掃きながら 忠蔵は それとなく 亭の方 へ 寄って 

行った。 亭の 中にはお 菊が いる。 とほん としたよ うな 

あ.， こ H 

顔 をして 当ても なく 四辺 を 眺めて いる。 

「姐御、 変な ことにな りました ぜ」 

忠 蔵は窃 つと 囁いた。 

「昨夜の 女が 死に もせず、 旦那に 命 を 助けられて ここ 



リと 丸窓が 内から 開き、 

「おい 忠 蔵！」 とお 菊の 声。 

無言で 忠蔵は 眼 を 上げた。 

「因果 は 巡る 小 車の、 とんだ 事に なった ねえ。 ホッ 

ホ ッホッ ホッ」 と 凄く 笑う。 

しかし 忠蔵は 黙って いる。 

「お前の 妹と 知ったなら 川へ 落とし もしな かったろう 

に。 いわば 妾 はお 前にと つて は 妹の 敵と 云う ところ さ 

ね。 それに 反して 卜 翁め は、 お前に とって は 妹の 恩人。 

その 恩人の 卜 翁 を 妾 は 父の 敵と して 嬲り 殺しに してい 

はっきり 

るの だよ。 ：•：. 遠慮 はいらない 明瞭と お云い！ 妾に 



従く か 卜 翁に 従く か？ 妾 は 十まで 数えよう。 その 間 

に 決心す るが いい。 一 つ、 二つ、 三つ、 四つ」 

「姐御」 と 忠蔵は 冷やかに 云った。 

「もう 数える に は 及ばね え。 とうに 決心 は 付いて るの 

だ。 そ も 悪党に は 情 はねえ。 肉親の 愛に 溺れた 日に や、 

一刻 も 泥棒 はして いられね え。 今更 姐御に 背かれよう 

か」 

「おおそれで こそ 妾の 片腕。 いい 度胸 だと 褒めても や 

ろうよ。 …… 変心し ない その 証拠に 今夜お 袖 をし とめ 

ておしまい！」 

「え！ 罪 もね え 妹 を £:」 



「うん」 と 忠蔵は 頷いた が。 

「姐御々 々やつ つけ やしよう- 

「後 夜の 鐘の 鳴る 頃に …… 」 

丸窓の 奥から お 菊が 云った。 

「後 夜の 鐘の 鳴る 頃に …… 」 

忠蔵 がそれ を なぞ つ て 行く。 

「妾 はこ こで 三味線 を 弾こう。 

おやりよ」 

怨み は 深し 畜生道 

やがて 日が 暮れ 夜と な つ た。 



-」 



それが 4n 図 さ。 きっと 



「誰 じ や！」 と 卜 翁 は 声を掛けた。 

しかし 答える 者 もない。 

と、 その 時 近くの 寺で、 搗き 鳴らす らしい 鐘の音が 

ボ ー ンと 尾を曳 いて 聞こえて きた。 

「おおもう 後 夜 か」 と 指 を 折る。 

その 時 庭の 離れ座敷から 三味線の 音が 聞こえて きた。 

唄う は 何？ 江戸 唄ら しい。 

r "ほんに 思えば 昨日 今日 



それ はお 菊の 声であった。 

「人 を 避けて 籠って いたが、 今夜 は 気分が よいと 見え 



あ to- 

命 を 害 めんた めお 菊 殿 共々 お 屋敷へ 住み込み、 機会 を 

窺って 居りました 次第。 と は 云え 性 来の 海賊で はなく 

産れ は 播州 赤 穂 城下、 塩田 業山屋 こそ は 私の 実家で ご 

さ リ ま ^9 

「何」 と 卜 翁 は 驚いた。 

「山 屋の悴 という からに は、 このお 袖と は 兄妹 じ や。 

それ を 殺す と は 不思議 千万。 待て 待て 後 を 読んで 見よ 

う」 

この 危難に 三味線の 音 

—— 手紙の 文字 は 尚 つづく。 



「 」 

「妹お 袖へ お話し 下された お 殿様のお 話で 初めて 知り 

まして， 1 j ざり ます」 

この 時、 遥かの 海上に 当って、 吹き 鳴らす らしい 法 

螺の 音が、 夜気 を 貫いて 陰々 と 手に 取る ように 聞こえ 

てきた。 

一方、 こなた 離れ座敷 では、 お 菊が、 三味線 を 弾い 

ている。 

と、 遥かの 海上に あたって 法螺の 音が 響き渡った。 

「あ ッ」 と 驚いて 弾く 手 を 止め、 スック とば かり 立ち 

上る。 



「伺 人で ござる？」 と 忍 音に 問う。 

「西 町奉行 手 付の 与力、 本條鹿 十郎と 申す 者。 至急 ご 

主人に 御意 得た く 深夜 押して 参って ござる。 ここお 開 

け 下されい」 

「それ は それ は ご 苦労 千万。 拙者すな わち 卜 翁で 一 J ざ 

る」 

こう 云いながら 戸 を 開けた。 

「いざ こなたへ」 と 自分で 導き、 玄関 脇の 部屋へ 通す。 

「ご用の 筋 は？」 と 卜 翁 は 訊いた。 

「実は」 と本條 鹿十郎 は、 声 を 低く 落しながら、 

「 住吉 の 海上に おきまして 海賊 始を 見付け まし て 、》 J ざ 



そつじ 

「卒爾のお 尋ねで は ござり ますが、 もしゃお 屋敷の 召 

使 中に お 菊と 宣る もの ござりましょう か？」 

「お 菊？ お 菊？ いかにも 居ります」 

「実は」 と 鹿 十 郎は膝 を 進め、 

「召 捕り ましたる 海賊の 口より 確と 聞き ましたる 所に 

よれば、 その 女子， ，- そ 海賊船の 頭領と のこと にご ざり 

ます」 

「はは あなる ほど。 左様で ござる かな」 

卜 翁 はいかに も 平然と、 

「それで 訪ねて まいられ たか？」 

「はい 追い込んで 参りました」 
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